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「阿武隈川
あ ぶ く ま が わ

源流・甲子
か し

の森」 
（遊々の森・自然観察） 

所 在 地  福島県西白河郡西郷村大字小田倉字赤面山国有林２２林班 

 

面積・延長  約７４ｈａ 

 遊歩道 約２．２ｋｍ  

ア ク セ ス  国道４号から、国道２８９号で西へ約２０ｋｍ、車で約３０分、

「阿武隈川源流・新甲子遊歩道」剣桂入り口に。 

※大型バス可。 

※遊歩道の状況は、事前に白河支署にご確認下さい。 

森 林 

 
－３－ 

①ブナ、ミズナラ、トチ等を主体とした広葉樹林。 

②「剣桂」、「はんの木通り」、「石抱きの楢」。 

 

 

 

特

徴 

そ の 他  五戒の岩、子宝の岩、一心滝、錦橋、やしお岩。 

 

 

 

 

名 称  遊々の森「体験学習」 

 

所要時間  約２時間 

 

適 期  ９月～１０月 

 

概 要 等 ・聴診器を使って樹木の音を聞く。 

・遊歩道を歩き、各々で気に入った形の落ち葉を拾う。 

・林内の樹木について樹種ごとに説明。（５種類程度） 

・途中、１５分程度休憩し、その間、森林・林業等の説明。 

・展望台で、聴診器で聞こえた音の批評。 

・遊歩道で、拾った落ち葉の木の名前を調べる。 

標 

準 

プ 

ロ 

グ 

ラ 

 

 

 

 

ム 

概 

要 

そ の 他 ・コース内にトイレ有り。 

 

問い合わせ先  福島森林管理署白河支署 

  TEL ０２４８－２３－３１３５ 

  FAX ０２４８－２３－３１３７ 

    電子メール shirakawa_postmaster@rinya.maff.go.jp

mailto:shirakawa_postmaster@rinya.maff.go.jp


位置図 
（「新甲子温泉」には） 

 東北自動車道白河 I.C から国道４号線を国道２８９号に右折。 

※国道２８９号線は下郷町からは車両通行不可。平成 20 年に開通する予定。 

 
 

（遊歩道見取り図） 
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「剣 桂」樹周 9.7m・ 樹高 45m 

国道289号線の奥甲子旧道に、樹齢300年を越すといわれる桂が

あります。昔、ここに鬼神が現れ、路行く人々を苦しめたので、白河

城主・松平定信公は、剣をもってこの桂の樹の中に鬼神を封じ込め

ました。そして、定信公が持っていた「剣」を樹に刺しました。それか

らは、人々は安心してここを通ることができたということです。永い年

月を経て桂の樹も大木となり、いつしか「鬼神」と「剣」は、桂の樹の

中にすっぽりと入ってしまいました。後年、この桂の樹は、「剣桂」と

呼ばれ、神霊の宿るご神木として、杣人（きこり）や旅人の厚い信仰

を集めました。 

昭和 58 年（1983 年）2 月には、「福島県緑の文化財」として指定を

受け、平成 12 年 11 月には、「森の巨人たち１００選」に選定されてい

ます。高さ 45m の堂々たる樹姿は、霊験あらたかで伝説を現代に蘇

らせてくれます。 
 
 
 

 
 
「遊歩道入り口」 

福島県の「母なる川・阿武隈川」の源流は、那須連山の麓の原生

林の中を流れる清流です。「ふくしまの水三十選」は、水環境を見

直し、生活に関わる水に対する認識を深め、公共用水域の保全を

図ることを目的として、「ふくしまの水」にふさわしい「ふるさとの清

流」とし、昭和 61 年 8 月 19 日に選定されました。 

清流は、高さ 40ｍの「雄滝」

や高さ20ｍの「雌滝」など各所

に大小の滝を造り、また大小

の奇岩が周囲の原生林と調

和し、人々の心を洗い清めて

くれます。 

 
 
 
 

 
 
「河鹿の森」 

※河鹿 《カジカガエル》 

河鹿（カジカガエル）は、渓流にすむアオガエル科

のカエルです。大きさはオスが 3～4.5cm、メスが 4

～8cm と、メスがオスよりひとまわり大きくなります。

オスは「フィフィフィフィー」と高く美しい声で鳴き、昔

の人は籠で飼育してその声を楽しみました 
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「キビタキの橋」            
 
※キビタキ《スズメ目ヒタキ科の鳥》 

全長 13～14cm。雄は頭部から背面にかけて黒く、

腹部は黄色。雌は褐色。山地の明るい雑木林に住み、

美しい声で鳴く。福島県

の県鳥。 

 

 
 
 
 
 

 
 
「はんの木通り」 

 
※ハンノキ 《カバノキ科・落葉高木》 

分布：山野の湿地に自生。樹高：15～20m。径：60cm。用途とし

て、治山工事の植栽木（荒廃地復旧対策）。材は薪炭・建築・器

具・楽器用。樹皮、果実は、古くは染料にした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

「石抱きの楢」 
※ミズナラ 《ブナ科コナラ属・落葉広葉樹》 

温帯の落葉広葉樹林の代表的構成種で、鹿児島県を南限に、北

は北海道から樺太・南千島まで分布する。ブナと並んで落葉広葉

樹林の主要樹種の一つである。ブナに比べると、やや明るい場所

を好む。樹高は、大きなものでは 35mに達する。葉はつやのない緑

で、コナラよりももっと波打つようなはっきりした鋸歯(輪郭のギザギ

ザ)がある。5 月頃に長さ 5cmほどの花を咲かせ、秋にはドングリが

熟す。コナラと同様、シイタケ栽培の原木などに利用される。 
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http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%96%E3%83%8A%E7%A7%91
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A8%BA%E5%A4%AA
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8D%83%E5%B3%B6%E5%88%97%E5%B3%B6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%96%E3%83%8A
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%89%E3%83%B3%E3%82%B0%E3%83%AA


「遊歩道の百景」 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
       「五戒の岩」 

 
  「子宝の岩」 
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「一心滝」 
 
 
 

「錦 橋」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

「やしお岩」 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※難所も随所に 

 

 「苦楽の坂」             「修練の坂」 
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 「展望台」 
 

「展望台より」 

 

意事項 
、「剣桂入口」～「展望台」までのコースを紹介しました。所要時間と

者が必要です。 

--- 
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注
※この案内は

して約２時間程度を見込んでいます。 

 難所も多く、小学校高学年からの引率

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今後、遊歩道の延長や、展望台の整備がさらに進みます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


